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定
例
市
議
会
は
去
る
三
月
十
一
日
開
会
さ
れ
、
昭
和
三
十
二
年
度
才
入
才

出
予
算
を
始
め
諸
案
件
を
審
議
中
で
あ
っ
た
が
同
三
十
日
提
出
議
案
全
部

を
議
了
可
決
し
た
。

'IDIT..IIsJo・1I11l>.

議
会
開
会
に
当
り
寺
田
市
長

は
大
要
次
の
よ
う
な
提
案
理
由

の
説
明
を
行
っ
た
。

当
魚
津
市
も
市
制
発
足
し
て

か
ら
設
に
五
ヶ
年
を
経
過
し
そ

の
問
限
ら
れ
た
財
政
規
模
の
枠

一
内
に
お
い
て
関
係
各
位
の
積
極

一
的
な
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
市

一
発
展
の
基
盤
が
確
立
し
、
愈
々

一
新
市
建
設
の
綜
合
施
策
に
全
力

一
を
傾
倒
す
べ
き
態
勢
に
あ
っ
た

一
と
き
、
測
ら
ず
も
未
曽
有
の
大

一
災
害
を
象
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

一
が
、
市
議
会
各
位
の
御
尽
す
い

一
と
市
民
の
深
い
理
解
と
協
力
に

一
よ
り
ま
し
て
、
雄
々
し
く
復
興

一
に
遭
進
し
得
る
明
る
い
見
透
し

一
に
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
心

一
強
く
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
し

一
て
関
係
各
位
に
深
甚
な
る
敬
意

一
と
満
腔
の
感
謝
を
表
す
る
次
第

一
で
あ
り
ま
す
。

一
私
は
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

一
議
員
各
位
の
御
協
力
を
得
ま
し

一
て
速
か
に
復
興
事
業
の
完
遂
を

一
期
す
る
と
と
も
に
、
一
面
市
勢

一
将
来
の
発
展
を
期
す
る
上
に
極

m
w一
め
て
緊
要
な
る
各
種
施
策
も
財

川
儲

一
政
事
情
の
許
す
範
囲
に
お
い
て

3
剛

一
努
め
て
、
こ
れ
が
実
現
を
企
図

昨
邸
一
し
以
っ
て
市
民
の
福
祉
増
進
と

初
当
一
市
勢
の
振
揚
に
寄
与
し
た
い
所

mw一
存
で
あ
り
ま
す
。

一

昭
和
三
十
二
年
度
予
算
の
編

一
成
に
当
り
ま
し
て
、

最
も
苦
慮

一
致
し
ま
し
た
点
は
火
災
復
興
費

一
公
債
費
等
の
増
額
、
税
の
減
免

、l
ノ一

等
に
も
か
か
わ
ら
ず
地
方
財
政

け
一
は
、
現
行
制
度
の
枠
内
に
お
い

て、

運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

報広市津魚

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
然
し
な

が
ら
徒
ら
に
、
消
極
退
え
い
に

落
ち
入
る
こ
と
な
く
大
火
復
興

に
重
点
を
お
き
、
一
面
市
民
を

中
心
と
し
た
市
建
設
の
総
合
施

策
を
推
進
し
て
市
政
の
運
営
を

あ
や
ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
念

じ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

施
策
の
第
一
は
、
火
災
復
興

土
地
区
画
整
理
事
業
の
早
期
完

成
で
あ
り
ま
す
。

第
二
は
住
宅
対
策
と
致
し
ま

し
て
、
融
資
住
宅
、
公
営
住
宅

分
譲
住
宅
等
の
建
設
で
あ
り
ま

す
。

持~

路加32年度歳入歳出予算

受付

稚』民

使用料足ぴ寺教科
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第
三
は
、
村
木
小
学
校
の
復

興
に
つ
い
て
、
近
代
的
耐
火
構

造
の
建
築
を
促
進
し
、
速
か
に

復
興
を
期
す
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。第

四
は
、
消
防
施
設
の
充
実

を
計
る
た
め
、
常
備
消
防
の
強

化
を
図
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

第
五
は
、
国
道
八
号
線
の
建

設
促
進
に
併
せ
て
道
路
の
整
備

改
善
並
び
に
災
害
復
旧
事
業
の

早
期
完
成
を
期
し
た
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

第
六
は
、
教
育
施
設
の
充
実

社
会
教
育
の
振
興
で
あ
り
ま
し

-
は
墓
碑

昭和32年度才入才出予算
歳 入 (一般会計)

市 税 142.097.100
地方交付税 36.800.000 
公営企業及財産牧入 76.172 
分担金及び負担金 4.115.331 
使用料及び手数料 12.245.400 
国庫支出金 181.983.016 
県支出金 5.947.494 
寄附金 4.490.057
繰越金 1.000 
雑 牧 入 15.643.869
市債 145.650.000
合計 549.049.439

歳出

議会費 5.030.335
市役所費 46.164.706 
消防費 20.547.061
土 木 費 134.620.065
教 育 費 120.450.614
社会及び労働施設費 125.643.990 
保健衛生費 2.668.465 
産業経済費 26.326.707 
財 産 費 5.835.427
地方振興費 579.580 
統計調査費 188.010 
選 挙 費 94.628 
公債費 35.155.749
諸 支 出 金 24.744.102 
予備費 1.000.000
合計 549.049.439

川地

魚津市友道

中部印刷株式会社

て
、
市
教
育
委
員
会
と
も
充
分

な
連
絡
を
と
り
、
そ
の
実
を
挙

げ
た
い
と
念
願
致
し
て
お
り
ま

す。
特
に
道
下
、
住
吉
、
本
江
小

学
校
の
増
改
築
、
経
常
経
費
の

増
額
を
図
る
と
と
も
に
、

国
体

開
催
に
伴
う
施
設
の
建
設
で
あ

り
ま
す
。

第
七
は
、
民
生
安
定
の
た
め

社
会
施
設
と
し
て
、
住
吉
保
育

園
の
設
置
と
失
業
対
策
事
業
に

お
け
る
就
労
者
数
の
増
加
を
図

り
建
設
事
業
を
推
進
致
し
た
い

の
で
あ
り
ま
す
。

第
八
は
、
治
山
治
水
の
根
本

策
と
利
水
の
綜
合
的
見
地
に
立

脚
し
た
片
貝
川
奥
地
の
開
発
を

図
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

第
九
は
、
土
地
改
良
事
業
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
一
面

畜
産
技
術
員
の
設
置
に
よ
り
本

市
畜
産
の
振
興
を
図
っ
た
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

第
十
は
、
漁
港
施
設
の
拡
充

と
農
山
漁
村
建
設
綜
合
施
設
事

業
の
推
進
に
よ
り
産
業
の
発
展

を
は
か
り
以
っ
て
生
産
の
増
強

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
擢
災
中
小
商
工
業
者

の
指
導
と
商
工
関
係
団
体
の
育

成
並
び
に
工
場
誘
致
施
策
の
推

進
や
予
算
の
効
率
を
期
し
て
検

討
に
検
討
を
加
え
て
、
一
般
会

計
で
は
総
額
五
億
四
千
九
百
四

万
余
円
、
特
別
会
計
で
は
上
水

道
会
計
五
千
六
百
九
十
九
万
余

円
、
水
族
館
会
計
ニ
百
七
十
一

万
余
円
、

国
民
健
康
保
険
七
百

三
十
七
万
余
円
、
診
療
所
会
計

百
八
十
三
万
余
円
を
計
上
し
た

次
第
で
、
何
卒
慎
重
審
議
の
上

御
決
議
の
穫
を
切
望
し
ま
す
。

(
な
お
議
決
案
件
に
つ
い
て

は
次
号
に
掲
載
致
し
ま
す
。
)

道
路
に
か
か
る
墓
碑
を

届
け
出
て
下
さ
い

今
次
め
大
火
に
よ
り
都
市
計

画
を
施
行
す
る
区
域
内
に
墓
地

が
約
一
一
、
三

O
O坪
、
一
、

O

五
O
基
の
墓
碑
が
あ
り
ま
す
。

将
来
こ
れ
ら
の
墓
碑
を
移
転
し

市
街
地
の
合
理
的
発
展
を
期
す

る
た
め
市
で
は
大
光
寺
地
内
に

小
雪
降
る
中
で
換
地

杭

を

打

つ

富
山
県
魚
津
復
興
都
市
計

画
事
務
所
員

公
園
墓
地
を
計
画
し
土
地
所
有

者
と
交
渉
し
て
い
た
処
誠
意
あ

る
協
力
を
い
た

ど
き
約
七
、

0

0
0坪
の
用
地
を
譲
り
受
け
る

事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
魚
津

都
市
計
画
墓
地
事
業
と
し
て
去

る
一
月
二
十
七
日
県
都
市
計
画

審
議
会
の
同
意
を
え
、
近
く
建

設
大
臣
の
決
定
を
見
る
段
階
に

な
っ
て
お
り
(
墓
地
事
業
計
画

は
次
号
に
掲
載
じ
ま
歩
)
将
来

は
市
街
地
に
あ
る
墓
碑
を
全
部

新
設
の
公
国
墓
地
に
移
転
し
て

い
た
ど
く
計
画
で
あ
り
ま
す
が

取
敢
え
ず
火
災
復
興
の
道
路
工

事
着
手
に
当
り
一
八
四
基
が
急

逮
移
転
を
要
す
る
の
で
所
有
者

を
調
査
し
て
お
り
ま
す
が
墓
石

の
破
損
等
に
よ
り
確
知
す
る
こ

と
が
困
難
な
実
情
な
の
で
火
災

復
興
土
地
区
画
整
理
区
域
内
の

全
墓
地
に
番
号
を
附
し
た
杭
を

打
ち
ま
ず
か
ら
次
の
公
告
に
基
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請

を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

左
記

の
事
項
を
具
し
て
魚
津
市
役
所

区
画
整
理
一課
へ
届
出
さ
れ
る
よ

う
御
依
頼
い
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
二
年
三
月
十
九
日

魚
津
市
長

寺
田
大
吉

記

約lIJ

史

⑦炉切/

1: ~I 

き
番
号
を
附
し
て
属
出
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

公
告
区
第
五

O
号

墓
碑
届
依
頼
に
つ
い
て

火
災
復
興
の
道
路
実
施
上
調
査

の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
別

紙
に
図
示
し
た
道
路
中
に
墓
碑

の
-
-
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お 申。 定申 ーをれ 号 区る 1苧
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次 申 地 初 意 が諮問回甲

ニ (60)(S3) 
十な >< >< 
五お (ç)~) (~4) 

貝 第 (臼.)(品)
~ 71. >< >< 
に面(向)(同)

お蜜(先)(57) 
し、 語電 >< >< 

て~ (包) (号)

埜。 (59)
事司司 - 、~

二 月

@ 申号
さと

@ れ し

@ 台三
@出
⑬ フ

ロ
ッ
ク
カ2

答

〈魚津本江線〉

て
死
亡
者
の
本
籍
、
氏
名
、

一
四
、
埋
葬
又
は
火
葬
の
年
月
日

性
別
(
死
産
の
場
合
は
父
母

一
五
、
届
出
者
と
死
亡
者
と
の
続
ー

の
本
籍
、
氏
名
)

一

柄

二
、
死
亡
年
月
日

一
六
、
届
出
者
の
住
所
、
氏
名
、

三
、
埋
葬
又
は
火
葬
の
場
所

一

電
話
番
号

"・
E
E、
1
.弘
常

¥

抗

日叩いっ‘ょa.
ご

4λ
ア一

漁

業

ω

一
売
…
捌
く
事

魚
売
捌
人
は
、
仮
屋
弥
右
衛
一

ω魚
市
場
時
代

門
、
四
十
物
屋
半
右
衛
門
、
立
一
北
洋
社
と
有
磯
社

野
屋
五
兵
衛
の
三
人
で
、
元
治
一
明
治
十
三
年
個
人
営
業
が
廃

元
年

(
西
一
八
六
四
)
時
の
町
一
止
せ
ら
れ
北
洋
社
、
有
磯
社
の

年
寄
、
肝
煮
衆
に
当
て
た
魚
売
一
両
社
が
設
立
さ
れ
、
其
の
翌
年

捌
所
定
書
に
よ
っ
て
当
時
の
状
一
下
口
魚
市
場
が
故
浜
多
与
五
郎

況
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
氏
を
中
心
に
開
設
さ
れ
営
業
さ

魚
売
捌
所
定
書

一
れ
た
。
こ
の
三
者
が
お
互
に
競

一
、
上
手
に
取
揚
の
諸
魚
の
義

一
争
的
に
営
業
し
て
い
た
が
、
翌

立
野
屋
五
兵
衛
義
売
捌
事

一

明
治
十
五
年
和
解
し
、
円
満
に

二
、
沖
住
吉
台
網
並
に
鉄
砲
台

一
協
力
し
な
が
ら
営
業
が
続
け
ら

の
魚
の
義
、
浜
屋
弥
右
衛
門
一
れ
て
き
た
。

義
売
捌
事

一
明
治
二
十
五
年
法
令
に
基
い

三
、
当
町
下
手
に
取
揚
諸
魚
の
一
て
、
両
社
と
も
合
資
会
社
を
組

義
は
、
弥
右
衛
門
、
半
右
衛
一
織
し
た
。

有
磯
社
の
社
長
は
五

門
、
両
人
に
て
売
捌
事

一
十
恩
弥
右
衛
門
氏
、
北
洋
社
の

四
、
経
団
浦
よ
り
持
参
の
諸
魚
一
社
長
は
四
十
万
半
右
衛
門
氏
で

は
半
右
衛
門
に
て
売
捌
事

，
一
あ
っ
た
。

五
、
石
田
浦
、
生
地
橋
よ
り
上

一

そ
の
頃
、
合
資
会
社
北
洋
社

手
併
に
新
浜
、
八
幡
吉
原
よ
一
の
創
設
を
永
遠
に
記
念
す
る
為

り
持
参
の
諸
魚
は
五
兵
衛
に
一
め
、

有
志
相
計
り
、
上
村
木
町

て
売
捌
事

一
に
一
大
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た

六
、
生
地
橋
よ
り
下
手
併
芦
崎
一
碑
面
に
は
「
北
洋
社
元
祖
之
墓
」

新
訳
、
草
野
、
泊
、
宮
崎
等

一
と
彫
ん
で
あ
る
。
台
石
に
は
世

よ
り
持
参
の
諸
魚
は
弥
右
衛

一
話
人
出
沢
平
七
氏
外
八
人
の
名

門
に
て
売
捌
の
事

一

が
ほ
つ
で
あ
る
が
、
建
設
年
月

七
、
能
登
並
越
後
よ
り
持
参
の
一
日
は
石
面
磨
滅
の
た
め
に
不
明

諸
魚
の
義
は
三
肝
に
て
売
捌
一
で
あ
る
。
な
お
当
時
北
洋
社
に

事

一

揚

げ

で

あ

っ

た

阿

波

迦

修

造

先

八
、
川
魚
、
介
類
、

鳥
堀
網
に
一
生
書
の
大
看
板
は
、

大
町
小
学

て
取
揚
の
諸
魚
は
三
軒
に
て

-
校
に
蔵
せ
ら
れ
て
あ
る
。

【3】

水

道

給

水

条

例
部

改

ーー畠

正

たー (の水
だ O 七五四二二一一口 量 と器水
し O 五 00五 O 六三径水お使道
、粍 粍 粍 粍粍粍粍粍別器り用給

使改料水
O 改 用 正 が 条
O 五四三一 正 料 さ 四 例
粍 000五六五四 四 使 ) れ 月 の
を 000000五 O 用 ま分う
超 円円円円円円円円 料 しかち
え 金七ら
る 。次 量

明小小A・m…町内s別 量

すし+ろ は 産 昭 姉 iに水
。た一都、税和 明~ J定器

か日 合 四 第 三 期 3めの
らにに月一十 ( 隠 jる使

器室t手勢手 習を;og
ら い、日の度 資 変 i は
せた玉の納固 期産 更 i 七

し し月と期定 分税 ~ T 
まま三こ限資、.::.; ~ 長

n' 
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署長警
の芸
火器
災護
軍主
脹

(昭和27年 9月13日)
第三種郵便物認可/

こ
れ
か
ら
五
月
に
か
け
て
北

陸
特
有
の
フ
エ
ン
現
象
に
よ
っ

て
火
災
発
生
の
シ

ー
ズ
ン
と
も

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
備
え
て

次
の
よ
う
に
、

春
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
ず
か
ら
、

お
互
が
協
力
し
て
火
災
の
発
生

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間

的
三
月
二
十
五
日
か
ら
三
月

三
十
一
日
ま
で
:
:
:
準
備

期
間

制
四
月
一
日
か
ら
四
月
七
日

ま
で
:
:
・
・
実
施
期
間

実
施
要
領

四
月
一
日
消
防
団
に
よ
る
担

当
区
域
の
火
元
調
査
、
宣
伝

ポ
ス
タ

ー
の
配
布

一
一
日
陸
上
自
衛
隊
飛
行
機
に

よ
る
予
防
宣
伝
ピ
ラ
散
布
(

報

五 三
物日ド日魚
関 、.津
係工病旅悶
斎場 院 館工
務 、の 及会

司王査 び 議
業努常用i
場業 協
の用力
危 カ)

|検 マ

サ
イ
レ
ン
の

吹
鳴
方
法

が

変

り

ま

し

た

四
月
一
日
か
ら
火
災
予
防
に

備
え
・て、

次
の
通
り
サ
イ
レ
ン

の
吹
鴨
方
法
が
改
正
に
な
り
ま

し
た
か
ら
御
承
知
下
さ
い
。

な
お
四
月
、
五
月
は
よ
く
特

別
火
災
瞥
報
が
発
令
に
な
り
ま

す
が
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
て
も

火
災
の
場
合
と
間
違
え
な
い
よ

う
御
注
意
願
い
ま
す
。

広

住
宅
の
登
録
税
の
軽
減

期
間
の
延
長
措
置
に
つ

住
宅
の
登
録
税
の
軽
減
惜
置

期
間
の
延
長
に
関
す
る
租
税
特

別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
及
び
同
法
施
行
規
則
の一

r園田
部
を
改
正
す
る
省
令
が
昭
和
三

a
F一
十
二
年
二
月
二
十
日
付
を
も
っ

一
て
公
布
施
行
さ
れ
ま
し
た
、
そ

一の
改
正
の
要
旨
や
留
意
す
べ
き

魚

一

点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一

一
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
一

一
日
か
ら
昭
和
三
十
一
年
十
二
月

一
三
十
一
日
ま
で
の
聞
に
住
宅
を

行

一
新
築
又
は
増
築
し
、
そ
の
期
間

発
一
内
に
所
有
権
の
保
存
の
登
記
を

日

一
し
た
場
合
の
登
録
税
及
び
こ
れ

1
一
ら
の
家
屋
の
取
得
の
た
め
の
資

月
一

金
の
貸
付
が
な
さ
れ
る
場
合
に

ι一
そ
の
貸
付
に
係
る
債
権
の
担
保

年

一
と

し

て

当

該
家
屋
の
上
に
設

b
m
M
一
定
さ
れ
る
抵
当
権
の
取
得
の
登

円

H
-

J

不
一

記
の
登
録
税
の
税
率
は
、
千
分

昭

一
の

一
に
軽
減
(
増
築
の
場
合
は

一
増
築
し
た
部
分
の
所
有
権
の
保

う
一

存
等
の
登
記
に
つ
い
て
の
み
)

:
・
2・一
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
こ

の
峰

村

ω
-
減
措
置
の
期
間
を
昭
和
三
十
三

G
一
年
十

二
月
一
一
干
一
日
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

市

い
て

一

二、

登
録
税
の
桜
械
の
対
象
と

一

な
る
家
屋
は
、
次
の
通
り
で
す

-

L
昭
和
三
十
二

年
三
月
三
十

十

一
日
ま
で
に
新
築
又
は
増
築
さ

一

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
従
来
ど

一

お
り
、
専
用
住
宅
に
の
み
適
用

一

さ
れ
、
そ
の
坪
数
及
び
賃
貸
料

一

に
つ
い
て
は
制
限
が
な
い
。

一

特B瞥報久災Ij 

H寺

事R

時の七時一旬日; 

な 三 日、正

的目 を 地形7K し 田正十午
すと 標目午五 |日

1:1 

一 四サイ 魚津市 突施域区追計岡
十限
一り 四月レ つ

一り時毎日 ーン て
十 時七一

市防署ハ魚津消 ・1秒15七日|吹の鳴 ー円
知お のそ秒、 同 の時日正

宛 上 三 、、午 ら他
一 回正十及 新 6 日 せに一
巨l 午五び

秒思干支
す っ

吹H鳥
、日二

• 1|秒15 
る。 い

二に十 て
十限ー 』ま

面
積
が
い
ず
れ
も
三
十
坪
(

共
用
部
分
は
按
分
し
て
計
算

す
る
。
以
下
同
じ
。
)
以
下

付
イ
、
ロ
、
ハ
の
家
屋
で

住
宅
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
部

分
が
主
と
し
て
賃
貸
さ
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
賃

貸
料
が
い
づ
れ
も
坪
当
り
月

額
千
円
以
下
で
あ
る
も
の

三
、
登
録
税
の
軽
減
の
対
象

と
な
る
住
宅
を
昭
和
三
十
二

年

一
月
一
日
か
ら
同
年
二
月
十
九

日
ま
で
の
聞
に
所
有
権
の
保
存

又
は
抵
当
権
の
取
得
の
登
記
を

し
、
過
納
と
な
っ
た
登
録
税
に

つ
い
て
は
、
還
付
の
請
求
が
で

き
ま
す
。

四
、
過
納
と
な
っ
た
笠
録
税

の
還
付
の
請
求
は
、
登
記
し
た

登
記
所
の
所
在
地
の
所
轄
税
務

署
長
に
対
し
、

登
記
に
係
る
家

屋
が
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日

以
後
に
新
築
又
は
増
築
さ
れ
た

専
用
住
宅
で
あ
る
こ
と
の
市
町

村
長
の
証
明
書
及
び
登
記
に
関

す
る
登
記
所
の
証
明
書
を
添
付

し
て
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
一
年
産
水
稲
損
害

に
対
ナ
る
共
済
金
決
定
さ
る

で
あ
る
も
の

付

耐

火
構
造
又
は
簡
易
耐
噂

E

一
魚
津
市
農
業
共
済
組
合
で
は
一
ま
し
た
。
な
お
木
市
の
共
済
金

火
構
造
の
家
屋
で

地

上

階

数

一

一

一
昨
年
水
稲
の
十
二
号
台
風
、
熱

一
実
支
払
額
は
一
、
三
三
九
万
円

三
以
上
を
有
し
、
そ
の
床
面
一
風
害

(
魚
津
市
大
火
に
よ
る
損

一
で
地
区
別
の
支
払
金
額
は
次
の

積
の
三
分
の
ニ
以
上
が
住
宅
一

害
)
、
稲
熱
病
、

黒
棒
象
等
に
一
通
り
で
す
。

で
あ
り
、
且
つ
、
各
世
帯
の
一
よ
る
損
害
を
調
査
取
ま
と
め
、

一

(

単
位
円
)

住
宅
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
部
一

県
連
合
会
等
系
統
機
関
を
通
じ
一

魚

津

五

一

、

一

五

七

t
t
i
t
l
i
-
-
i
t一
て
共
済
金
を
請
求
中
で
あ
り
ま
一
下
中
島

一
、
O
七
六
、
八
二
八

哩
圃
圃
幽
閉
粗
鋼
繍
欄
鰯
聞
し
た
が
、
こ
の
た
び
農
林
省
に
一
上
中
島

一
、
四
四
三
、
六
コ
一
一
一

瞬
議
ゆ
繍

附
随

留

脚

隠

輔

お

い

て

評
価
額
が
決
定
さ
れ
、
一
松

倉

一
、
一
八

O
、
七
二
八

闘

騒
み

〕仁
ぺ
ぷ
瞬

藩

麟

醐

近

く

支

払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
一
上
野
方
一

、
一
七
五
、
四
四

O

繍
縁
関
繍
翰
鱒
総
鱒
EEZEli--EE--hEEl--==-iJ
下
野
方

一
二
九
三
、
九
九
七

機
機
騒
騒
騒
灘
購
鱗
鯵
機
関
翻
制
強
め
る
た
め
、
四
月

一
日
よ
り

目
片

貝

九
九
五
、

O
二
五

醸
鱗
輔
鵬
勝
機
織
麟
輔
麟
繍
「
緑
化
週
間
」

と
し
て
例
年
の
川
加

積

て

二

六

、

ろ

δ

網
開
灘
機
鱗
翻
灘
繍
機
縦
線

通
り
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

山
道

下

一
、
五
三

O
、
一一一一

八

繊
鰯
機
綴
麟
醐
灘
線
灘
線
機
隊
綴
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は

川

綴

綴
機
織
鵬
翻
期

Z片手
経
闘
機

l
p
田
て
一
一

一一一五
、九

O
四

鱗
織
機
織
繊
繍

一:ー
注

V
阪
蜘
よ
り
以
上
の
計一
聞
を
樹
て
、
一

川

勝

機

総

護

隊

側

濁

i

醐
天

神

一

、
一
五
五、
一一一六

一

脳
鵬
勝
鋪
総
鶴

一
溢
寝
総
務

木
で
も
多
く
植
林
下
さ
っ
て
国

川

翻
錦
織
醗
醗
睡
眠
湖
隣
同
腕

緑
化
に
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
川

西
布
施

一
二
三

九
、六
二

九

繍

幾

難

誼

闇

醐

醸

験

願
い
致
し
ま
す
。
な
お
今
年
の
叩
計

二

ニ
、
三
九
四
、七
四
九

2

謙
一
~
態
調
翠
繋
調
濁
覇
軍
圏
聾
富

市
の
造
林
目
標
は
次
の

と

お

り

川

け

刊

l
i

l

i

-
-
-

-

Z
昭
和
三
十
二

年
四
月

一
日
一
皆
様

い
よ
い
よ
植
林
の

シ
ー
で
あ
り
ま
す
。

一

種

痘

の

接

種

は

以
後
に
新
築
又
は
増
築
さ
れ
た
…
い
い
は
山
れ
れ
れ
い
一
一

一

銭

西

布

施

二

ニ

町

山

終

り

ま

し

た

か

家
屋
に
つ
い
て
は
次
の

と

お

り

団

司

し

t

天

神

三

。

"

で
あ
り
ま
す
o

閣
で
は
雪
融
け
の
春
の

防

を

身

に

上

野

方

三

グ

一

去
る
三
月

一
日
か
ら
定
期
種

=

川
感
じ
、
す
っ
か
り
開
放
さ
れ
た

的

一

世
帯
の
常
用
住
宅
は

叫
よ
う
な
心
持
に
な
り
ま
す
D

野

片

貝

一一一一

7

・

m
痘
を
行
い
ま
し
た
が、

ま
だ
受

床
面
積
が
五
十
坪
以
下
で
あ

山
山
の
革
や
木
が
そ
ろ
(

活

動

松

倉

四
六
。

山
げ
て
い
な
い
方
は
左
記
に
よ
り

る
も
の

即
を
開
始
致
し
ま
す
が
、
こ
の
時

上
中
島

二

久

山
行
い
ま
ず
か
ら
必
ず
受
け
て
下

例

ニ

以
上
の
世
帯
の
肝
に

一
期
に
全
国
的
に
植
林
の
重
要

性

下

中

島

一
。

川
さ
い

D

，
剛の
認
識
と
植

林

意

欲

の

高

揚

を

計

・

一
O
G
o
--'
剛

.

供
せ
ら
れ
る
構
造
の
専
用
住

2
・=至宝-E聖
書

==E・E・-EE--=====-E-三三
-EEEEz--E-E=-SEE--h

記

公庫住宅資金貸付仮矛;認通知を、銀行から受けられ

た方々に、借入資金をお渡しするま での手続経路は次 I

のとおりとなっておりますD

((住宅資金仮承認以後の 三

()))))手 続 経 路 )))))〉
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保
育
所
入
所
児
童
の

請

受

付

状

況

の
状
況
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、

家
庭
で
保
育
に
欠
け

る
た
め
、
保
育
所
へ
入
所
措
置

さ
れ
て
い
る
問
児
中
、
今
年
四

月
か
ら
入
学
予
定
の
左
記
児
童

等
は
、

雨
親
に
代
っ
て
愛
護
さ

れ
、
育
く
ま
れ
た
な
つ
か
し
の

保
育
園
と
も
さ
よ
な
ら
し
て
、

学
校
へ
行
く
日
を
楽
し
く
待
ち

わ
び
て
お
り
ま
す
。

-
一

(
写
真
は
埋
没
林
舘
の
仮
保

晴
一

育
所
で
退
所
す
る
闘
児
)

峰
崎
戸
川一
除
」閣
制
閣
判
引
悶
闘

魚
津
愛
育
関
一友

道
一
一
O
六
一
二
四
一

八

一

一

五

六

市
中
閣
制
割
引
円
一回
凶
九

経
旧
保
育
所
五

回
一
一
O
六
一
二
三
ハ
一

一一一O
一

一

五

一

魚
津
保
育
闘
一大

町
一
一
八

O
一
一

八

二

一

一

「

↓

バ

川

組
問
割
引
司
剖

判
」
引
「
引

配

保
育
園
一間
一
猟
一
J
U
0
一
川

副

一

二
「

|
「

副

引

紅
白
百
一神町
玉川
「町
「o

o
-
-

」
斗
「
J
引

川
原
保
育
嗣
寸
川
原
町一一

0
0
τ

o
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一
、
日
時
及
び
場
所

四
月
九
日
午
後
一
時
か
ら
教

育
委
員
会
会
議
室

(
市
役
所
ウ

一プ
側
)

ニ
.
受
け
る
者

三
月
中
に
受
け
て
い
な
い
者

で
次
に
該
当
す
る
者

L
昭
和
三
十
年
九
月

一
日
か
ら

一

大
光
当

昭
和
三
十
一

年
八
月
三
十
一

一
参
等
賞

日
ま
で
生
れ
た
乳
児

一
ジ
ャ
ミ

リ
l
イ
7

ァ
イ
ヤ

l

-
オ

l
、ネ

ニ

1

一
円
円

2
・昭
和
三
十
二
年
四
月
小
学
校

一第
四、

三

O
↑
?

に
入
学
す
る
者

一

昭

n
・4
-m

な
お
個
人
あ
て

に
通
知
し
ま

一

大

光

寺

大

根

健

二

せ
ん
か
ら
申
し
添
え
ま
す
。

一一巧
誌
は
企
日
本
版
共
進
会
の
審
査
胤
長

石
川
作
造

長
期
予
報
か
ら
み
た

今
年
の
稲
作
対
策

.... -~ ... 

農事相談

三
月
二
十
日
富
山
測
候
所
発

表
に
よ
る
五
月
か
ら
十
月
ま
で

の
長
期
予
報
に
よ
り
ま
す
と
、

「
前
半
は
多
少
変
動
が
あ
っ
て

一も
割
合
順
調
だ
が
、
八
月
下
旬

一
以
後
に
低
温
の
懸
念
も
あ
っ
て

一
天
候
は
多
少
不
順
気
味
と
な
り

一や
す
い
」
と
の
こ
と
な
の
で
、

一

今

年
も
早
冷
の
心
配
が
あ
り

一

晩
植
や
晩
生
地
帯
は
特
に
注

一

意
を
要
し
、
早
賂
き
、
早
植

一

え
を
す
る
こ
と
で
レ
ン

ゲ
の

一
適
正
す
き
こ
み
、
施
肥
の
適

一

正
、
病
虫
害
完
全
防
除
の
五

一

要
項
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま

一

す
。

一
即
ち
三
月
下
旬
か
ら
四
月
上

一
旬
は
不
順
ぎ
み
で
す
が
四
月
中

一
下
旬
は
だ
ん
/
¥
天
気
が
よ
く

、

-
な
り
気
温
も
高
く
な
り
ま
す
。

全
日
本
豚
共
進
会
て

一
位
と
三
位
に
入
賞
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然
し
下
旬
に
は
晩
霜
が
あ
り
ま

ず
か
ら
苗
代
に
注
意
、
五
月
上

中
旬
は
叉
ぐ
づ
っ
き
梅
雨
期
の

気
温
は
平
年
よ
り
幾
分
低
く
雨

量一
は
全
体
と
し
て
平
年
並
か
や

や
多
目
で
盛
夏
は
変
動
が
多
い

見
込
み
で
す
。
特
に
八
月
下
旬

に
は
低
温
が
現
わ
れ
や
す
く
天

候
は
不
順
気
味
の
初
、
織
で
十
月

は
再
び
低
温
で
不
順
が
予
想
さ

れ
全
般
に
秋
は
早
冷
の
懸
念
が

あ
る
の
で
秋
冷
を
避
け
る
稲
作

法
を
と
る
こ

と
が
無
難
で
四
月

の
暖
か
い
日
に
保
温
折
衷
苗
代

で
播
種
、
中
、
下
旬
の
高
温
に

除
紙
し
、
下
旬
の
霜
は
水
の
操

作
等
で
対
策
を
講
じ
五
月
上
、

中
旬
の
ぐ
づ
っ
き
空
に
田
値
え

を
や
っ
て
切
抜
け
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
ら
れ
ま
す
。


